
【現行長期ビジョン】

・地理的特性（東アジアとの近接性、３都市圏・
８地域ブロック、道路・鉄道整備の遅れ）
・自然環境（温暖な気候、恵まれた日照環境、
豊富な森林・水資源、地震の発生等）
・生活環境（低い物価・地価・県民所得、
ゆとりある住環境等）
・産業（高い食料・木材供給能力、
豊富なエネルギー資源等）

未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦

・本格的な少子高齢・
人口減少時代の到来
・世界・アジア経済の変化
・資源・環境問題への対応
・社会を支える科学技術の発展
・大規模災害への対策
・地方分権の進展
・国・地方を通じた厳しい財政状況

人づくり くらしづくり 産業づくり

部門別計画
（３年～１０年）

長期ビジョン・知事の公約実現のための
４年間の実行計画

アクションプラン

長期ビジョン

時代の潮流

人口減少・少子高齢化による
人口構造の変化に伴う
・就業者数
・県内総生産
・県民所得

将来推計と予測 本県の特性

基本目標

平成４２年
（２０３０年）を展望

宮崎県総合計画 未来みやざき創造プラン

目指す将来像

地域や人のゆたかな絆の中
で、みんなが持てる力を発揮
し、生き生きと活動する社会

安全・安心で心ゆ
たかに暮らせる
社会

時代のニーズに応える
産業が地域に展開し、
安心して働ける社会

長期戦略

４つの長期的視点

人口問題 グローバル化 資源・環境問題

解決すべき課題 生かすべき特性・可能性

戦略１ 人口問題戦略

戦略２ 人財育成戦略

戦略３ 産業成長戦略

戦略４ 地域経済循環戦略

戦略５ 観光再生おもてなし戦略

戦略６ 文化スポーツ振興戦略

戦略７ いきいき共生社会戦略

戦略８ 危機管理強化戦略

１ 経済拡大を前提とした社会・価値観からの転換
２ 県内分権の推進と住民主体の地域経営
３ 未来の郷土を担う人財の育成

４ 長期的視点に立った社会基盤の整備

５ 地域の資源を生かした魅力づくり
６ アジアの中のみやざき・九州の確立
７ 危機事象への対応
８ 効率的・効果的な行財政運営

○安心して子どもを生み、
育てられる社会
○未来を担う人財が育つ社会
○生涯を通じて学び、
文化・スポーツに親しむ社会
○多様な主体が参加し、一人
ひとりが尊重される社会

○生き生きと暮らせる
健康・福祉の社会
○自然と共生した環境に
やさしい社会
○安心して生活できる社会
○安全な暮らしが確保
される社会

○多様な連携により新たな産業
が展開される社会
○魅力ある農林水産業が展開
される社会
○創造性のある工業・商業・
サービス業が営まれる社会
○活発な観光・交流による
活力ある社会
○経済・交流を支える基盤が
整った社会

基本目標・将来像実現のため長期的視点から重点的・優先的に取り組む戦略

分野別施策の柱及び施策の基本的方向性

基本目標・将来像実現のため分野別に体系化した施策の基本的方向性

知事の
公約

県づくりの基本姿勢

分野別施策

人 くらし 産業

危機対応



【改定案】

１ 経済拡大を前提とした社会・価値観からの転換
２ 適切な役割分担と住民主体の地域経営
３ 未来の郷土を担う人財の育成
４ 長期的視点に立った社会基盤の整備

未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦

人づくり くらしづくり 産業づくり

部門別計画 長期ビジョン・知事の公約実現を踏まえての
４年間の実行計画

時代の潮流 本県の特性

基本目標

宮崎県総合計画 未来みやざき創造プラン

目指す将来像

地域や人のゆたかな絆の中
で、みんなが持てる力を発揮
し、生き生きと活動する社会

安全・安心で
心ゆたかに
暮らせる社会

生産性を高め、時代のニー
ズに応える産業が地域に展
開し、安心して働ける社会

長期戦略

５つの長期的視点

人口問題 グローバル化 科学技術・環境

解決すべき課題 生かすべき特性・可能性

５ 地域の資源を生かした魅力づくり
６ 国際社会でのみやざき・九州の確立
７ 危機事象への対応
８ 効率的・効果的な行財政運営

○安心して子どもを生み、
育てられる社会
○未来を担う人財が育つ社会
○文化・スポーツに親しむ社会
○多様な主体が参加し、一人
ひとりが尊重される社会

○生き生きと暮らせる
健康・福祉の社会
○自然との共生と環境に
やさしい社会
○安心して生活できる社会
○安全な暮らしが確保
される社会

○多様な連携により新たな産業
が展開される社会
○魅力ある農林水産業が展開
される社会
○創造性のある工業・商業・
サービス業が営まれる社会
○活発な観光・交流による
活力ある社会
○経済・交流を支える基盤が
整った社会

基本目標・将来像実現のため長期的視点から重点的・優先的に取り組む戦略

分野別施策の柱及び施策の基本的方向性

基本目標・将来像実現のため分野別に体系化した施策の基本的方向性

知事の
公約

県づくりの基本姿勢

分野別施策

人 くらし 産業

危機対応

平成４２年
（２０３０年）を展望

長期ビジョン

アクションプラン

人口減少・人口構造変化に伴う
・総人口
・就業者数
・県内総生産
・県民所得

将来推計と予測

・本格的な少子高齢・人口減少時代の到来
・グローバル化と地域社会
・資源・環境問題への対応
・社会を支える科学技術の発展
・大規模災害への対策
・地方分権と広域的行政の推進
・国・地方を通じた厳しい財政状況

・持続可能な社会を目指して－SDGsの実現－

・地理的特性（東アジアとの近接性、３都市圏・
８地域ブロック）

・自然環境（温暖な気候、恵まれた日照環境、
豊富な森林・水資源、地震の発生等）

・生活環境（低い物価・地価・県民所得、
ゆとりある住環境等）

・産業（高い食料・木材供給能力、
豊富なエネルギー資源等）

人生100年時代

戦略１ 人口問題対応戦略

戦略２ 産業成長・経済活性化戦略

戦略３ 観光・スポーツ・文化振興戦略

戦略４ 生涯健康・活躍社会戦略

戦略５ 危機管理強化戦略
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